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一

　

今
年
（
二
〇
一
〇
）
五
月
、
北
京
、
中
華
書

局
か
ら
、古
体
小
説
叢
刊
の
一
冊
と
し
て
、唐
、

張
文
成
撰
、
李
時
人
、
詹
緒
左
校
注
『
遊
仙
窟

校
注
』
が
出
版
さ
れ
た
。
本
の
大
き
さ
は
Ａ
５

平
装
だ
。

　

冒
頭
に
《
古
体
小
説
叢
刊
》
出
版
説
明
（
一

頁
）
が
あ
り
、
次
に
『
遊
仙
窟
』
の
抄
本
と
刊

本
の
図
版（
一
頁
一
図
版
）が
八
枚
入
っ
て
い
る
。

そ
し
て
目
次
（
一
頁
）、
前
言
と
続
く
の
だ
が
、

目
次
ま
で
頁
数
は
付
い
て
い
な
い
。

　

前
言
で
は
、
一
、
張
文
成
の
生
涯
と
『
遊
仙

窟
』、二
、張
文
成
の
『
遊
仙
窟
』
以
外
の
著
述
、

三
、
張
文
成
の
家
柄
と
性
格
・
品
性
、
四
、『
遊

仙
窟
』
の
精
神
、芸
術
性
及
び
そ
の
成
因
、五
、

『
遊
仙
窟
』
の
日
本
で
の
影
響
が
、
七
一
頁
に

わ
た
り
、
李
時
人
に
よ
り
克
明
に
論
じ
ら
れ
て

い
る
。

　
『
遊
仙
窟
』
の
本
文
は
「
江
戸
初
期
無
刊
記

刊
本
」（
日
本
和
泉
書
院
影
印
、
一
九
八
三
）
を
底

本
に
し
、
詳
細
な
校
注
が
施
さ
れ
て
い
る
。
本

文
は
一
―
三
六
頁
ま
で
だ
。
な
ん
と
校
注
は
三

七
―
四
三
一
頁
ま
で
続
き
、
九
三
六
項
目
に
及

ん
で
い
る
。

　

校
注
の
参
考
に
使
用
さ
れ
た
文
献
は
『
醍
醐

寺
抄
本
』（
康
永
三
年
、
一
三
四
四
）、『
真
福
寺

抄
本
』（
文
和
二
年
、
一
三
五
三
）、『
金
剛
寺
旧

蔵
鎌
倉
末
期
抄
本
』
な
ど
一
三
種
類
の
抄
本
と

慶
安
五
年
（
一
六
五
二
）
刊
本
、
元
禄
三
年
（
一

六
九
〇
）
刊
本
な
ど
三
種
類
の
刊
本
、
合
計
一

六
種
類
で
あ
る
。

　

そ
し
て
最
後
に
附
録
（
四
三
三
―
五
二
六
頁
）

と
し
て
、
こ
の
本
が
出
版
さ
れ
る
ま
で
に
学
術

誌
や
大
学
の
学
報
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
、
一
、

張
文
成
の
業
績
及
び
『
遊
仙
窟
』
の
成
立
時
期

の
考
察
、
二
、『
遊
仙
窟
』
の
日
本
古
抄
本
と

古
刊
本
、
三
、『
遊
仙
窟
』
の
版
本
と
校
勘
な

ど
五
編
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　

李
時
人
は
前
言
で
こ
う
い
っ
て
い
る
。

　
「
し
か
し
、
今
日
に
な
っ
て
も
『
遊
仙
窟
』

に
は
も
う
一
歩
進
ん
だ
研
究
が
必
要
だ
。
一
つ

に
は
『
遊
仙
窟
』
の
作
者
、
成
立
、
影
響
の
研

究
は
不
充
分
で
、
一
部
で
は
ま
だ
似
て
非
な
る

考
え
方
が
さ
れ
て
い
る
。二
つ
に
は
、『
遊
仙
窟
』

の
認
識
と
評
価
は
ま
ち
ま
ち
で
、
大
き
な
差
が

あ
る
。
甚
だ
し
い
場
合
は
、
全
く
反
対
の
意
見

も
あ
る
の
だ
。
筆
者
が
こ
の
前
言
を
書
い
た
の

は
、
校
注
の
過
程
を
説
明
す
る
ほ
か
に
、
も
し

問
題
が
あ
っ
た
ら
、
ぜ
ひ
各
自
の
考
え
方
を
提

出
し
て
い
だ
き
、
学
界
の
同
志
の
参
考
に
し
た

か
っ
た
か
ら
だ
」。

　
「『
遊
仙
窟
』
で
は
、
男
の
主
人
公
が
女
の
主

32

古
体
小
説
叢
刊
『
遊
仙
窟
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の
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容
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〕
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文
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／
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・
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仙
窟
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体
小
説
叢
刊
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中
華
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二
〇
一
〇
年

［
三
、
三
八
一
円
］



33

　

ま
た
附
録
の「『
遊
仙
窟
』版
本
と
校
勘
挙
要
」

で
こ
う
い
っ
て
い
る
。

　
「
筆
者
は
、日
本
に
現
存
し
て
い
る『
遊
仙
窟
』

の
古
抄
本
と
古
刊
本
の
影
印
本
を
た
く
さ
ん
収

集
し
た
。
長
い
時
間
を
か
け
て
頑
張
り
、
や
っ

と
『
遊
仙
窟
校
注
』
を
完
成
し
た
。
こ
れ
を
出

版
す
る
前
に
「
校
勘
挙
要
」
を
発
表
し
て
国
内

と
海
外
の
学
界
同
志
か
ら
ご
指
摘
を
仰
ぎ
た
い

と
願
っ
て
い
る
」

〈
注
〉
こ
の
附
録
の
論
文
は
中
華
書
局
『
文
史
』

第
四
輯
（
二
〇
〇
五
）
に
発
表
さ
れ
た
。

　　

二

　

特
に
関
心
が
あ
っ
た
の
は
、
仙
女
の
屋
敷
で

主
人
公
の
張
生
が
十
娘
と
一
夜
を
と
も
に
す
る

部
分
に
ど
の
よ
う
な
校
注
が
施
さ
れ
て
い
る
か

人
公
を
か
ら
か
っ
て
気
を
引
き
、
付
か
ず
離
れ

ず
戯
れ
合
う
ド
ラ
マ
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

は
っ
き
り
し
た
、
或
は
暗
に
ほ
の
め
か
す
色
情

描
写
が
た
く
さ
ん
出
て
く
る
。〈
中
略
〉
こ
れ

ら
の
色
情
描
写
は
人
間
性
の
解
放
を
求
め
る
願

望
、そ
し
て
実
践
だ
と
理
解
で
き
る
。
そ
の
後
、

専
ら
性
交
を
描
写
す
る
た
め
に
書
か
れ
た
色
情

小
説
と
は
同
じ
も
の
で
は
な
い
。『
遊
仙
窟
』

の
色
情
描
写
は
社
会
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る

よ
う
な
内
容
で
は
な
く
て
も
、
中
国
の
古
代
小

説
が
興
っ
た
初
期
の
段
階
で
、
張
文
成
が
男
女

の
性
愛
は
人
間
の
本
性
だ
と
指
摘
す
る
第
一
歩

を
踏
み
出
し
た
の
は
実
に
偉
大
な
こ
と
だ
。
何

よ
り
も
驚
か
さ
れ
る
の
は
、
な
ん
と
作
者
自
身

が
小
説
の
主
人
公
で
あ
り
、
公
表
さ
れ
て
い
る

の
は
本
人
の
恋
物
語
だ
と
い
う
点
だ
」

だ
っ
た
。

　

そ
れ
で
は
『
遊
仙
窟
校
注
』
か
ら
、
こ
の
部

分
の
原
文
と
校
注
を
引
用
し
て
み
よ
う
。

　

于
時
夜
久
更
深
、
情
急
意
密（
八
二
五
）。

魚
燈

四
面
照
、
蠟
燭
両
辺
明
（
八
二
六
）。

十
娘
則
喚
桂

心
、
幷
呼
芍
薬
（
八
二
七
）、

与
少
府
脱
鞾
履
、
畳

袍
衣
、
閣
幞
頭
、
掛
腰
帯（
八
二
八
）。

然
後
自
与

十
娘
施
綾
帔
、
解
羅
裙
（
八
二
九
）、

脱
紅
袗
、
去

緑
袜
（
八
三
〇
）。

花
容
満
目
、
香
風
裂
鼻
（
八
三
一
）。

心
去
無
人
制
、
情
来
不
自
禁
。
挿
手
紅
褌
、
交

脚
翠
被（
八
三
二
）

；
両
唇
対
口
、一
臂
支
頭（
八
三
三
）。

拍
搦
奶
房
頭
、
摩
挲
髀
子
上
（
八
三
四
）。

一
囓
一

意
快
、一
勒
一
心
傷（
八
三
五
）。

鼻
裏
痠
諠（
八
三
六
）、

心
裏
結
繚
（
八
三
七
）。

少
時
眼
華
耳
熱
、
脈
脹
筋

舒
（
八
三
八
）。

始
知
難
逢
難
見
、
可
貴
可
重
。
俄

頃
中
間
（
八
三
九
）、

数
廻
相
接
。
誰
知
可
憎
病
鵲
、
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夜
半
驚
人
（
八
四
〇
）

；
薄
媚
狂
鶏
、
三
更
唱
暁

（
八
四
一
）。

遂
則
被
衣
対
坐
、
泣
涙
相
看
（
八
四
二
）。

　

こ
の
濡
れ
場
の
部
分
に
は
、
校
注
が
一
八
付

け
ら
れ
て
い
る
。
字
の
校
勘
は
は
ぶ
き
、
校
注

の
例
文
は
取
っ
て
簡
潔
に
し
た
。

（
八
二
六
）〈
魚
燈
〉
魚
型
燈
、
又
魚
燭
（
以
入

魚
油
膏
做
的
燭
）
亦
称
「
魚
燈
」。

（
八
二
八
）〈
鞭
履
〉
靴
子
〈
幞
頭
〉
古
代
男
子

的
一
種
頭
巾
。

（
八
二
九
）〈
施
綾
帔
〉
解
去
綾
子
做
的
披
肩

　
〈
綾
〉
一
種
薄
而
細
、
紋
如
氷
淩
、
光
如
鏡

面
的
絲
織
品
〈
帔
〉
古
代
婦
女
披
在
肩
上
的

長
帛
巾
、也
称｢

帔
子
」「
帔
帛
」「
領
巾
」〈
羅

裙
〉絲
羅
製
成
的
裙
子
、古
時
多
為
女
子
所
著
。

（
八
三
〇
）〈
緑
袜
〉
緑
色
的
袜
胸
、
胸
衣
。

（
八
三
一
）〈
花
容
〉
如
花
的
面
容
、多
称
女
子
。

〈
満
目
〉
充
満
視
野
〈
香
風
〉
芬
芳
的
気
息

　
〈
裂
鼻
〉
鼻
欲
裂
、
形
容
気
味
濃
烈
撲
鼻
。

（
八
三
二
）〈
褌
〉
亦
作「
裩
」、古
代
的
満
襠
褌
、

有
別
於
無
襠
的
套
褌
〈
翠
被
〉
織
（
或
繡
）

有
翡
翠
紋
飾
的
被
子
。

（
八
三
四
）〈
拍
搦
〉
拍
撫〈
摩
挲
〉
亦
作「
摩
莎
」

「
摩
婆
」
撫
摸
〈
髀
子
〉
股
、
大
腿
。

（
八
三
五
）〈
囓
〉
咬
、
啃
。〈
勒
〉
摟
。〈
心
傷
〉

与
上
句
之
「
意
快
」
義
同
〈
傷
〉
歓
快
。

（
八
三
六
）〈
痠
諠
〉
猶
言
酸
痛
。

（
八
三
七
）〈
結
繚
〉
纏
結
繚
繞
、
喩
心
緒
紛
乱

〈
繚
〉
纏
繞
。

（
八
三
八
）〈
眼
華
〉即
「
眼
花
」、謂
眼
目
昏
花
、

看
東
西
模
糊
不
清
。

（
八
三
九
）〈
俄
頃
中
間
〉
也
作
「
俄
頃
之
間
」

指
瞬
間
、
很
短
的
時
間
。

（
八
四
〇
）〈
誰
知
〉
猶
言
誰
料 

〈
知
〉
料
想〈
可

憎
〉
可
悪
、令
人
厭
悪
悩
恨
〈
鵲
〉
烏
鵲
〈
驚

人
〉
譲
人
驚
醒
。

（
八
四
一
）〈
薄
媚
〉
即
「
不
媚
」
意
為
可
憎
、

令
人
討
厭
。

（
八
四
二
）〈
遂
則
〉
即
「
遂
即
」、副
詞
、於
是
、

就
。〈
被
衣
〉
即
披
衣
（
謂
将
衣
服
披
在
身
上

而
臂
不
入
袖
）
。

〈
注
〉（
八
二
五
）（
八
二
七
）（
八
三
三
）
は
字
の

校
勘
の
た
め
削
除
。

　

そ
れ
で
は
、
ま
ず
こ
の
部
分
の
筆
者
の
訳
を

ご
覧
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
あ
る
部
分
は

こ
の
校
注
に
基
づ
か
ず
、
独
自
の
解
釈
に
な
っ

て
い
る
。
そ
う
し
な
い
と
意
味
が
は
っ
き
り
し

な
い
か
ら
だ
。
理
由
は
後
で
説
明
す
る
。
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夜
は
だ
ん
だ
ん
更
け
て
き
た
。
気
持
が
高
ま

り
、
抱
き
た
く
て
た
ま
ら
な
い
。
魚
油
の
明
か

り
は
周
囲
を
照
ら
し
、
両
側
に
蠟ろ

う
そ
く燭

が
つ
い
て

い
る
。
十じ

ゅ
う

娘じ
ょ
うは

侍
女
の
桂け

い
し
ん心

を
呼
ん
だ
。
ま

た
芍

し
ゃ
く

薬や
く

も
呼
ん
で
、
わ
た
し
が
靴
を
脱
ぐ
の

を
手
伝
わ
せ
た
。
袍き

も
の衣

を
畳
み
、
幞ず

き
ん巾

を
横
に

置
き
、
帯
を
掛
け
て
く
れ
た
。

　

今
度
は
わ
た
し
が
十
娘
の
綾

あ
や
ぎ
ぬの

帔
ス
カ
ー
フを

取
り
、

羅う
す
ぎ
ぬの

裙
ス
カ
ー
トの

紐
を
ほ
ど
い
て
紅
い
袗う

わ
ぎ

を
脱
が
し

た
。
そ
れ
か
ら
、
緑
の
袜

む
ね
あ
てを

は
ず
し
た
。
ま

ぶ
し
い
ほ
ど
の
体
だ
。
ぷ
ん
と
い
い
匂
い
が
し

た
。
頭
に
血
が
の
ぼ
り
、
抑
え
ら
れ
な
く
な
っ

て
き
た
。
紅
い
褌し

た
ぎに

手
を
挿
し
込
み
、
翠み

ど
りの

被
ふ
と
ん

に
脚
を
か
ら
ま
せ
た
。

　

唇
に
口
を
押
し
つ
け
、
腕
を
首
に
回
す
。
も

う
一
方
の
手
で
乳
房
を
触
り
な
が
ら
わ
っ
て
入

り
、
髀ほ

と子
に
あ
て
が
い
こ
す
り
つ
け
た
。
抜
き

差
し
の
た
び
に
ぐ
っ
と
食
い
締
め
ら
れ
、
な
ん

と
も
い
え
な
い
心
地
が
す
る
。
先
が
む
ず
む
ず

し
て
、
ど
う
に
も
た
ま
ら
な
く
な
っ
て
き
た
。

あ
っ
と
言
う
間
に
鈴す

ず
ぐ
ち口

が
し
び
れ
て
雁か

り
く
び首

が
熱

く
な
り
、
筋
張
っ
た
と
た
ん
に
い
っ
て
し
ま
っ

た
。

　

こ
ん
な
す
ば
ら
し
い
お
宝
に
巡
り
会
っ
た
の
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は
初
め
て
だ
っ
た
か
ら
、
時
間
を
お
し
ん
で
夜

の
明
け
な
い
う
ち
に
二
、
三
回
し
よ
う
と
思
っ

た
。
と
こ
ろ
が
夜
中
に
憎
い
烏
の
鳴
き
声
に
お

ど
か
さ
れ
、
そ
れ
か
ら
今
度
は
ま
だ
夜
が
明
け

て
い
な
い
の
に
、
情
け
容
赦
も
な
く
、
狂
っ
た

鶏
が
時
を
告
げ
た
。
し
か
た
な
く
着
物
を
肩
に

か
け
て
向
き
合
っ
て
座
り
、涙
を
流
し
て
い
た
。

　

筆
者
の
解
釈
は
校
注
と
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ

る
。〈
花
容
〉
き
れ
い
な
体
。
衫う

わ
ぎ

を
脱
が
し
、

袜
む
ね
あ
てを

は
ず
し
た
ら
、体
が
で
て
く
る
か
ら
だ
。

〈
香
風
〉
体
か
ら
出
る
い
い
匂
い
。〈
髀
〉
は
内

股も
も

だ
。
し
か
し
子
が
つ
き
髀
子
と
な
っ
て
い
る

の
で
、
女
陰
だ
と
解
釈
し
た
。〈
囓
〉
と
〈
勒
〉

は
女
陰
が
食
い
締
め
る
。
締
ま
り
が
い
い
。「
鼻

裏
痠
諠
、
心
裏
結
繚
。
少
時
眼
華
耳
熱
、
脈
脹

筋
舒
」 

は
直
訳
す
る
と
「
鼻
の
中
が
じ
ん
と
し

て
心
が
乱
れ
、
そ
の
う
ち
に
目
が
霞
ん
で
耳
が

熱
く
な
り
、
血
管
が
ふ
く
れ
て
筋
が
す
っ
き
り

し
た
」
と
な
る
。
こ
れ
で
は
何
の
こ
と
か
よ
く

分
か
ら
な
い
。
張
文
成
が
こ
ん
な
文
章
を
書
く

だ
ろ
う
か
。

　

ち
な
み
に
手
元
に
あ
る
本
の
中
か
ら
、
こ
の

部
分
の
訳
を
二
三
紹
介
し
て
み
よ
う
。

　

一
六
九
〇
年
、
元
禄
版
、
文
章
生
英
房
「
鼻ハ

ナ
ノ

裏ウ
チ
シ
ユ
ン
セ
イ
ト

痠
諠
、
心コ

コ
ロ
ノ
ウ
チ
ケ
ツ
リ
ヤ
ウ
ト

裏
結
繚
、
少

シ
バ
ラ
ク
ア
リ
テ
メ
カ
ガ
ヤ
キ

時
眼
華

耳ミ
ミ
ア
ツ
ク

熱
、
脈

（
不
明
）ノ
ビ
ス
ジ
ユ
ル
ム

脹
筋
舒
」。
昭
和
二
三
年
、
魚お

が
え
り返

善
雄
「
鼻
は
む
す
ぶ
、
胸
つ
ま
る
こ
こ
ち
。
や

が
て
目
は
か
す
み
、
耳
は
の
ぼ
せ
脈
ふ
と
く
筋

ゆ
る
み
」（『
遊
仙
窟
』束
書
房
）。
昭
和
四
〇
年
、

前
野
直
彬
「
鼻
の
う
ち
は
う
ず
き
、
心
の
底
は

堪
え
か
ね
る
思
い
、
ま
も
な
く
目
は
く
ら
み
耳

は
ほ
て
り
、
脈
は
ふ
く
れ
、
筋
は
ゆ
る
む
と
お

ぼ
え
た
」（『
東
洋
文
庫
四
三
』
平
凡
社
）。
そ
の

他
の
訳
も
、
こ
れ
ら
の
訳
と
似
た
り
寄
っ
た
り

だ
。

　
『
遊
仙
窟
』
が
難
解
な
の
に
は
、
い
く
つ
か

の
理
由
が
あ
る
。

　

一　

六
朝
か
ら
初
唐
の
時
代
に
流
行
し
た
四し

六ろ
く

駢べ
ん
れ
い
た
い

儷
体
と
い
う
凝
っ
た
文
体
で
書
か
れ
て
い

る
。
四
字
・
六
字
の
対
句
を
多
く
使
い
、
美
辞

麗
句
を
ち
り
ば
め
、
リ
ズ
ム
と
韻
が
重
視
さ
れ

て
い
る
。

　

二　

多
く
の
故
事
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
故

事
が
分
か
ら
な
い
と
文
章
の
意
味
も
分
か
ら
な

い
。

　

三　

即
興
詩
・
詞
が
大
半
を
占
め
て
い
る
。

　

四　

俗
語
も
あ
り
、抄
本
で
は
誤
字
が
あ
る
。

『
人
民
中
国
』
は
中
国
で
編
集
・
発
行
さ
れ
る
日
本

語
雑
誌
で
す
。
政
治
、
社
会
、
考
古
、
歴
史
、
美
術

な
ど
幅
広
い
分
野
の
最
新
情
報
を
満
載
。

ご
希
望
の
方
に
見
本
誌
お
送
り
い
た
し
ま
す
。
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五　

性
に
関
す
る
表
現
に
は
双
関
語
（
掛
け

詞こ
と
ば）

を
使
っ
た
隠
喩
と
判
じ
読
み
の
技
巧
が
凝

ら
さ
れ
て
い
る
。

　

例
え
ば
「
刀
と
鞘さ

や

」「
筆
と
硯す

ず
り

」「
杓し

ゃ
く
し子

と

爵
さ
か
ず
き」「

箭や

と
弓
」
は
男
根
と
女
陰
の
隠
喩
だ
。

性
行
為
が
間
接
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

判
じ
読
み
と
い
う
の
は
、
掛
け
詞
を
使
っ
て
表

と
裏
、
二
つ
の
意
味
を
持
た
せ
る
表
現
法
で
あ

る
。
暗
号
の
よ
う
な
も
の
だ
。

　

先
ほ
ど
の
「
鼻
裏
痠
諠
…
…
」
の
中
の
「
鼻
」

は
亀
頭
（
鼻
に
は
器
物
の
一
部
が
隆
起
し
て
、
穴

の
あ
い
た
部
分
と
い
う
意
味
が
あ
る
。
鈴
木
孝
夫

著
『
言
語
文
化
学
ノ
ー
ト
』〔
大
修
館
書
店
、
一
九

九
八
〕
に
よ
る
と
、
ロ
シ
ア
語
で
も
「
鼻
」
は
男

根
の
隠
喩
だ
そ
う
だ
。
ま
た
「
耳
」
は
女
陰
だ
と

い
う
）。「
眼
」
は
鈴
口
（
眼
に
は
穴
と
い
う
意
味

が
あ
り
、
中
国
語
で
鈴
口
は
「
馬
眼
」
と
い
う
。

形
が
似
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
）。「
華
」
に
は
真

ん
中
を
切
り
開
く
当
中
剖
開
と
い
う
意
味
が
あ

る
。「
耳
」
は
雁
首
（
耳
に
は
物
の
両
側
に
持
ち

上
げ
や
す
い
よ
う
に
つ
け
て
あ
る
出
っ
張
り
と
い

う
意
味
が
あ
る
）。
そ
し
て
「
舒
」
は
す
っ
き
り

す
る
、
舒
服
と
な
れ
ば
気
持
が
い
い
と
い
う
意

味
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
解
釈
し
て
こ
の
部
分
を
訳
す

と
、
前
に
も
ご
覧
い
た
だ
い
た
よ
う
に
「
先
が

む
ず
む
ず
し
て
、
ど
う
に
も
た
ま
ら
な
く
な
っ

て
き
た
。
あ
っ
と
言
う
間
に
鈴
口
が
し
び
れ
て

雁
首
が
熱
く
な
り
、
筋
張
っ
た
と
た
ん
に
い
っ

て
し
ま
っ
た
」
と
な
る
。

　

進
士
と
い
う
知
識
人
と
し
て
栄
誉
あ
る
地
位

に
あ
っ
た
作
者
、
張
文
成
は
、
掛
け
詞
を
使
っ

た
隠
喩
と
判
じ
読
み
の
語
法
を
巧
み
に
駆
使

し
、露
骨
な
内
容
を
上
手
に
隠
し
て
い
る
の
だ
。

　

今
回
出
版
さ
れ
た
校
注
本
で
は
、
隠
喩
に
つ

い
て
は
触
れ
て
い
る
。
例
え
ば
「
刀
と
鞘
」
は

「
色
情
調
逗
語
（
エ
ッ
チ
な
か
ら
か
い
言
葉
）」、

「
筆
と
硯
」
は
「
色
情
隠
喩
（
エ
ッ
チ
な
隠
喩
）」

だ
と
い
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
何
を
指
し
て
い

る
の
か
具
体
的
な
説
明
は
な
い
。
ほ
か
の
所
で

も
「
戯
謔
語
（
き
わ
ど
い
冗
談
）」
と
い
う
だ
け

で
す
ま
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
ま
で
い
わ
な
く
て

も
、
充
分
想
像
が
つ
く
で
し
ょ
う
と
い
っ
た
感

じ
だ
。

　

と
こ
ろ
が
酒
を
つ
ぐ
「
杓ひ

し
ゃ
く子

」
に
つ
い
て
は

珍
し
く
、
傅
憎
享
『
金
瓶
梅
隠
語
揭
秘
』
上
巻

に
あ
る
「
瓢
的
双
関
義
」
の
文
を
引
用
し
、「
女

陰
」
の
隠
喩
だ
と
い
っ
て
い
る
。
は
た
し
て
そ

う
だ
ろ
う
か
。
男
根
で
な
い
と
お
か
し
い
。
杓

子
は
爵

さ
か
ず
きと

対
に
な
り
、
女
陰
は
爵
の
ほ
う
だ

ろ
う
。し
か
し
、爵
の
注
は
「
飲
酒
器
」
と
な
っ

て
い
る
。

　

校
注
者
も
ご
承
知
の
よ
う
に
『
遊
仙
窟
』
に

は
、
性
に
か
か
わ
る
言
葉
が
多
い
。
そ
れ
な
の

に
具
体
的
な
説
明
が
な
い
。
単
な
る
言
彙
の
解

説
で
終
わ
っ
て
い
る
。

　
『
遊
仙
窟
校
注
』
は
、
内
容
よ
り
も
字
句
の

解
釈
を
主
と
す
る
訓
詁
学
、
正
確
な
例
文
を
あ

げ
て
古
典
を
研
究
す
る
考
証
学
が
遵
守
さ
れ
た

立
派
な
仕
事
だ
。
し
か
し
、
こ
の
殻
を
破
ら
な

い
と
『
遊
仙
窟
』
に
は
読
み
解
け
な
い
部
分
が

あ
る
の
だ
。

　

そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
衣
服
、
装
身
具
、
食

べ
物
、
食
器
類
、
そ
し
て
地
名
、
故
事
、
難
し

い
言
彙
、
性
に
か
か
わ
る
言
葉
以
外
の
掛
け
詞

な
ど
が
、
簡
潔
に
分
か
り
や
す
く
解
説
さ
れ
て

い
る
。
難
解
な『
遊
仙
窟
』を
読
み
解
く
に
は
、

欠
か
せ
な
い
貴
重
な
詞
典
だ
と
い
え
る
。

　

こ
の
『
遊
仙
窟
校
注
』
に
刺
激
さ
れ
、
筆
者

が
訳
し
た
『
遊
仙
窟
』（
徳
間
文
庫『
中
国
艶
妖
譚
』

〔
二
〇
〇
五
〕に
収
録
）を
も
う
一
度
読
み
直
し
、

手
を
入
れ
て
お
こ
う
と
思
っ
て
い
る
。　
　
　

（
つ
ち
や
・
え
い
め
い　

文
筆
家
）
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